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国
民
皆
保
険
・
非
営
利
を
理
念
と
し
て
き

た
日
本
の
医
療
制
度
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。

安
倍
政
権
が
「
成
長
戦
略
」
で
、
保
険
外
の

医
療
を
大
幅
に
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
る
か

ら
だ
。
社
会
保
障
政
策
に
詳
し
い
都
留
文
科

大
学
の
後
藤
道
夫
名
誉
教
授
に
聞
い
た
。

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

11
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
頃

集
合　

午
前
10
時
（
京
阪
枚
方
市
駅
中
央
改
札
）

案
内　

西
俣
稔
氏
（
大
阪
案
内
人
）

内
容　

 

歴
史
的
な
景
観
が
保
存
さ
れ
て
い
る
枚
方
宿
の
街
並

み
を
散
策　

※
雨
天
決
行

定
員　

20
人　

※
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
可
能

参
加
費　

千
円
程
度
（
昼
食
代
と
し
て
）

北
河
内
地
区

ひ
ら
か
た
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

日
時　

12
月
６
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

 

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
堺
市
」
駅
徒
歩

２
分
）

講
師　

吉
岡
秀
郎
氏
（
大
阪
労
災
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

歯
科
口
腔
外
科
の
最
前
線
〜
紹
介
患
者
は
そ
の
後
ど

う
な
っ
た
の
か
〜
（
仮
）

日
時　

12
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

小
谷
泰
子
氏
（
寝
屋
川
市
開
業
、
大
阪
大
学
歯
学
部

附
属
病
院
顎
口
腔
機
能
治
療
部
招
聘
教
員
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

12
月
度
生
涯
研
修

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
口
腔
機
能
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
睡

眠
時
無
呼
吸
、ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
、摂
食
・
嚥
下
障
害
に
つ
い
て

日
時　

11
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

内
田
樹
氏
（
思
想
家
、
神
戸
女
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　

＊
特
別
報
告　

「
沖
縄
県
知
事
選
の
戦
い
」

　
　
　

 

植
田
保
二
氏
（
安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会
事
務
局

長
）

参
加
費　

無
料　

事
前
申
込
制（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会　

市
民
公
開
講
演
会

内
田
樹
が
語
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
憲
法
九
条

日
時　

 

11
月
29
日
（
土
）

　
　
　

①
午
後
２
時
30
分
〜
、
②
午
後
５
時
〜

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

監
督　

山
田
火
砂
子　

現
代
ぷ
ろ
だ
く
し
ょ
ん

出
演　

内
藤
剛
志
、
常
盤
貴
子
ほ
か

鑑
賞
券　

 

歯
科
の
会
員
で
事
前
に
申
込
み
を
さ
れ
た
先
生
に

は
ス
タ
ッ
フ
、
ご
家
族
様
分
含
め
て
無
料
で
お
渡

し
し
ま
す
。

主
催　

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
／
大
阪
府
保
険
医
協
会

市
民
公
開
上
映
会

映
画
「
望
郷
の
鐘
〜
満
蒙
開
拓
団
の
落
日
〜
」

表
彰
を
受
け
た
下
井
戸（
左
）・

三
井（
右
）の
両
副
理
事
長
＝

11
月
６
日
、
東
京
都
内

297

絵　藤田　進 （河内長野市）

台湾の歯科事情と衛生士
中山　宗（堺市）

　

私
が
台
湾
か
ら
日
本
へ
来

た
の
は
１
９
８
８
年
８
月
、

23
歳
の
時
だ
っ
た
。
初
め
て

の
海
外
旅
行
で
あ
る
。
４
人

兄
弟
の
末
っ
子
で
あ
る
が
、

当
時
、
上
の
３
人
は
、
日
本

の
大
学
を
卒
業
、
い
ず
れ
も

日
本
に
魅
せ
ら
れ
、
日
本
で

　

協
会
の
労
働
保
険
事
務
組

合
は
11
月
６
日
、
全
国
労
働

保
険
適
正
加
入
促
進
会
議
で

全
国
労
働
保
険
事
務
組
合
連

合
会
の
表
彰
を
受
け
た
。

　

会
議
は
厚
労
省
の
平
成
26

年
度
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
（
11
月
）
の
取
り
組

み
の
一
環
。
表
彰
は
適
用
促

進
業
務
の
功
績
団
体
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
、
協
会
会
員
へ

　

安
倍
政
権
が
進
め
る
金
融

緩
和
な
ど
の
経
済
政
策
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
を
考
え
よ
う

と
協
会
の
政
策
部
は
８
日
、

経
済
研
究
者
・
大
槻
久
志
氏

を
講
師
に
会
員
学
習
会
を
開

催
、
30
人
が
参
加
し
た
。

　

「
物
価
上
昇
率
２
％
」
を

掲
げ
て
、
安
倍
政
権
が
進
め

る
金
融
緩
和
政
策
や
成
長
戦

略
の
問
題
点
を
解
説
し
た
大

の
労
働
保
険
加
入
の
積
極
的

な
呼
び
か
け
が
評
価
さ
れ

た
。

　

東
京
で
行
わ
れ
た
表
彰
式

に
は
、
下
井
戸
昭
介
、
三
井

泰
正
両
副
理
事
長
が
出
席
し

た
。

槻
氏
。
日
銀
が
市
中
銀
行
の

持
つ
国
債
を
買
う
「
買
い
オ

ペ
」
の
金
融
緩
和
の
理
論
的

誤
り
を
明
ら
か
に
し
、
市
中

銀
行
の
日
銀
当
座
預
金
が
増

え
る
だ
け
で
、「
景
気
を
良

く
す
る
力
は
な
い
」
と
批
判

し
た
。
そ
の
上
で
、
成
長
戦

略
は
、
派
遣
労
働
の
延
長
な

ど
賃
金
の
引
き
下
げ
を
狙
う

も
の
で
、
国
内
産
業
の
育
成

が
な
く
景
気
回
復
に
つ
な
が

ら
な
い
と
語
っ
た
。

の
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て

い
た
。
彼
ら
の
話
を
聞
く
に

つ
け
、
私
も
日
本
留
学
を
思

い
立
ち
、
歯
科
医
の
道
を
志

し
た
。

　

以
来
、
あ
っ
と
い
う
間
に

26
年
が
経
過
し
た
。
人
生
の

半
分
以
上
を
日
本
で
過
ご
し

た
こ
と
に
な
る
。
今
年
で
開

業
14
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

私
を
支
え
て
く
れ
た
患
者

様
、
業
者
様
、
ス
タ
ッ
フ
、

家
族
の
お
陰
で
あ
り
、
関
係

各
位
に
た
だ
た
だ
感
謝
あ
る

の
み
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
歯
科
に
係
わ
る

台
湾
の
医
療
事
情
に
つ
き
、

少
し
お
話
を
し
た
い
。
３
年

前
、
台
湾
へ
帰
っ
た
時
の
こ

と
で
あ
る
。
友
達
と
一
緒
に

某
歯
科
診
療
所
を
訪
ね
る

と
、
先
生
が
一
生
懸
命
に
患

者
さ
ん
の
歯
石
を
除
去
し
て

い
る
最
中
、
次
の
患
者
さ
ん

は
痛
そ
う
な
顔
を
し
た
ま

ま
、
ず
っ
と
待
合
室
で
待
ち

続
け
て
い
た
。
も
し
、
日
本

の
よ
う
に
歯
科
衛
生
士
が
い

れ
ば
先
生
の
診
療
は
も
っ
と

楽
に
な
る
。

　

歯
科
診
療
、
特
に
歯
周
病

の
場
合
、
医
師
、
歯
科
衛
生

士
、
患
者
さ
ん
に
よ
る
意
思

疎
通
が
極
め
て
大
切
で
あ

り
、
一
者
で
も
そ
れ
が
欠
け

る
と
十
分
な
治
療
が
出
来
な

く
な
る
。

　

最
近
、
台
湾
台
北
歯
科
医

師
会
会
長
、
台
北
市
衛
生
局

局
長
と
３
人
で
話
を
す
る
機

会
が
あ
り
、
両
国
の
歯
科
医

療
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
、

特
徴
、
利
点
な
ど
の
観
点
か

ら
意
見
交
換
し
た
が
、
私
の

方
か
ら
は
日
本
の
歯
科
衛
生

士
制
度
に
焦
点
を
合
わ
せ
話

を
し
た
。
役
割
・
位
置
づ
け

の
大
切
さ
・
予
防
歯
科
へ
の

取
り
組
み
・
診
療
に
対
す
る

ア
シ
ス
ト
業
務
な
ど
な
ど
…

…
。

　

職
業
と
し
て
も
き
ち
ん
と

確
立
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の

就
職
率
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％

で
あ
り
、
各
医
院
か
ら
引
っ

張
り
凧
で
あ
る
と
も
。

　

養
成
機
関
と
し
て
、
短
期

大
学
・
専
門
学
校
が
シ
ス
テ

ム
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
大
き
な
興
味
、
関
心

を
示
し
て
来
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
日
本
に
倣
い
歯
科
衛
生

士
学
校
を
立
ち
上
げ
ね
ば
と

の
意
欲
が
窺
え
た
の
で
台
湾

に
お
け
る
歯
科
医
療
業
界
の

大
き
な
進
展
が
期
待
さ
れ

る
。

　

中
山
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
淀
川

区
の
曽
谷
充
登
先
生
で
す
。

協
会
の
事
務
組
合
を
表
彰

適
用
促
進
の
功
績
を
評
価

全国労働保険
事務組合連合会

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

景
気
よ
く
な
ら
な
い

学
習
会
で
大
槻
氏

　

こ
れ
ま
で
、
安
全
で
有
効
性
が
あ

る
と
わ
か
っ
た
薬
や
医
療
技
術
は
、

保
険
で
賄
う
の
が
当
た
り
前
だ
っ

た
。
通
常
の
医
療
で
保
険
外
扱
い
と

な
る
の
は
、
差
額
ベ
ッ
ド
代
、
歯
科

の
特
別
な
材
料
使
用
、
ま
だ
臨
床
テ

ス
ト
が
不
足
し
て
い
る
先
進
医
療
な

ど
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
安
倍
政
権
は
、
保
険
外
の

薬
や
医
療
技
術
を
大
き
く
増
や
す
方

針
だ
。
医
療
を
投
資
フ
ァ
ン
ド
が
喜

ぶ
産
業
領
域
に
作
り
替
え
る
と
い
う

企
て
の
一
つ
の
中
心
が
、
保
険
外
医

療
の
大
幅
拡
大
だ
。
甘
利
明
経
済
再

生
担
当
大
臣
は
「
保
険
外
併
用
療
養

の
大
幅
拡
充
等
に
よ
る
健
康
産
業
の

活
性
化
」
と
言
っ
て
い
る
。　

　

「
混
合
診
療
」
は
禁
止
が
原
則

で
、
例
外
的
に
許
可
さ
れ
る
の
が

「
保
険
外
併
用
療
養
」
だ
。「
保
険

外
併
用
療
養
」
が
適
用
さ
れ
る
「
先

進
医
療
」
は
、
国
の
審
査
を
経
て
承

認
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
認
め
ら
れ
る

仕
組
み
で
、
保
険
外
の
部
分
は
10
割

の
患
者
負
担
に
な
る
。

　

政
府
は
こ
の
先
進
医
療
の
審
査

を
短
縮
・
簡
略
化
し
、
扱
え
る
病

院
を
大
き
く
増
や
す
こ
と
、
さ
ら

に
、
安
全
性
と
有
効
性
が
十
分
に

確
か
め
ら
れ
た
新
薬
や
新
技
術
で

あ
っ
て
も
、「
費
用
対
効
果
分

析
」
の
結
果
次
第
で
保
険
適
用
に

し
な
い
選
択
肢
も
設
け
る
こ
と
を

閣
議
決
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

保
険
適
用
だ
っ
た
薬
も
、
薬
局
で

買
え
る
も
の
は
保
険
外
と
す
る
な

ど
「
大
胆
」
な
見
直
し
が
政
府
内

で
議
論
中
だ
。

　

収
入
や
資
産
に
応
じ
た
「
格
差

医
療
」
が
本
格
的
に
制
度
化
さ
れ

る
危
険
を
感
じ
る
。 

（
つ
づ
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
と
う
・
み
ち
お　

２
０
１
３
年

４
月
か
ら
都
留
文
科
大
学
名
誉
教

授
。
主
な
著
書
・
編
著
に
『〈
大

国
〉
へ
の
執
念
〜
安
倍
政
権
と
日

本
の
危
機
』
な
ど
。

後
藤
道
夫
さ
ん（
都
留
文
科
大
学

名
誉
教
授　
　

）に
聞
く

「格差医療」制度化の危険

危ない
国民皆保険国民皆保険がが

（上）


